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地区内の公民館肉部の通風・温然環境

ー密集した漁村集落の生活環境に関する研究 その 7-

4 . 環境工学 21.環境設計 環境工学

現場実測、垂直温度分布、 風向、風速、窓、開閉

はじめに

牛深市(現天草市牛深町)の密集した漁村集落を

対象とした既報「その 2J 1)その 4J 2\ 「その 6 J 3l 

に引き続き、本稿「その 7J では、地区内の建物にお

ける通風・温熱環境ついて調査した結果を報告する。

今回の調査は 「その 4J のアンケート調査の結果を

うけて行ったものである。アンケー 卜調査の結果、高

密な集落にも関わらず、自宅内の風通しについて肯定
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的な意見(f風通しが良いと思う J と 「どちらかと言う

とそう思う」を合わせたもの)が約 66%を占めた。 こ

のような建物内の環境の実態把握を目指して、窓の開

閉パターンなどの条件を変えながら、建物内の温熱環

境と風通しの調査を行ったものである。 

2 調査対象

調査対象は牛深町の真浦・加世浦地区にある、真浦
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図 1 調査対象地区と公民館の位置

公民館(以下、「真浦J と略す。)と加世浦公民館(以

下、「加世浦j と略す。)の 2 軒である固また比較のた

め、移動気象観測ステーション(ヴアイサラ社製 

MAWS201。以下 rMAWSJ と称す。)を真浦地区と加世浦

地区の消防団の屋上(地上高さ 53∞mm) に設置 した。

図 1 に調査対象地区と公民館の位鐙を示す。

天草市牛深町内の牛深特別気象観測l所では天気概況

のデータが発表されてないため、現場の天候と一致す

るわけではないが、参考として熊本市における測定期

間中の天候 ω を表 1 に示す。 

3 測定方法

測定期間は 2007 年 8 月 6 日 (月 ) -8 月 9 日(木)

である。ただし、 6 日は機器を設置していたため、測

定は 16:20 からである。 表 2 に祖u定項目と測定機器を

示す。測定間隔は 30 秒である。ただし、外気温として

使用した、建物外の小型温湿度計(ティ アンドディ社

製 TR-72S) は 1 分間隔の測定であり、外部風速として

使用した MAWS の風速は 10 分間の平均値である。

図 2 に公民館の平面図と測定点を示す(以下、各公

民館の玄関に面する広い方の部屋を「広間 j 、勝手口に

面する奥の部屋を「奥 j と略す。)。関口面積も併せて

示す (窓などの横の数値ゐ)。ただし、加世浦について

は開放していた窓のみを示す。 また、 図 3 に公民館の

内部の様子を示す。

各公民館の広間と奥の中心部の床上高さ 1200皿で、

気温、湿度、グロープ温度、 風速を測定した。また、

垂直温度分布を調査するため、各公民館の広間と奥の

中心部と、加世浦の広間の中心と玄関との問の 5 カ所

で、床上高さ o (床面)、 225 、 450 、 9∞皿、高さ方向

の中心(天井高の半分の高さ)、天井面から 900 、 450 、 

225、 O皿(天井面)の言十 9 点で温度を測定した。真浦 
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図 2 調査対象公民館の平面図と測定点 図 4 MAWS による温度 図 5 MAWS による温度
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表 4 真浦の関口部の開閉パヲーン 図 6 MAWS による風速 図 7 MAWS による風向

lIIiI ! 且 i
、，
匙
】
国
軍
司

V

a

草壁 4監包堕
・.­!凶ζ; ニ a ユー手当Z度 拠竃針 8周 6日 ..
車圃頗周重度 通置度センサ­ 8月 7臼

. ，・広間 .浦臭 

:!<周 .酉の窓 崎手臼 東西の窟 

8月6日 <1 6 : 20- 1 9 : 30 ) 開銀 開放 1111< 欄放 

8!l 7日 (9 :40-20 : 30) 開放 .a 院a 闘11<

自月自白 (9 : 45日却ι0' 閉. 開愈 問. 開館 

8月9日 (9 ‘ 45- 20 : 30> 閉. 閉館 閉館 間.

では、 このほかに風速計を 2 台設置し、 開口部の開閉

関しては場所や測定日による違いは大きくなかった。

風速は真浦胤恥の方が大きい。風向に関しては真浦 

IIAWS の卓越風向は南南東であり、加世滞胤略の卓越

風向は東である。これらは海からそれぞれの胤略 への

方向と同じであり、両地区の卓越風向は、谷筋に向か

耳， 

パターンに合わせて風速計を移動させなが ら測定を行

った。表 3 に移動させた風速計の位置を示す。

表 4 に測定期間中の真浦で行った玄関、勝手口と窓

の開閉パターンを示す(以下、 関口部を開けることを

「開放j、開口部を閉めるこ とを 「閉鎖』と略す。)。 た

だし、風速計の位置を移動した時間や 9 日の窓を閉め

切った時聞が 9: 45 頃だったため、 10:00 からを考察す

ることとした。また、測定期間中、加世浦ではすべて

の関口部を 6:30 頃開放し、 20:30 頃閉鎖した。

4. '1定結果と考察

4.1 集落内の微気象

測定期間中の真浦臥官官と加世浦MAWSの温度、湿度、

風速ならびに風向を図 4-図 7 に示す。 温度や湿度に 

つて風が流れるとい う地形と海風の影響を大きく受け

ていると考えられる。

公民館内部の温然環境2 4. 

真浦の広聞における各高さの室内外温度差を 8 月 7

日 -9 日まで l 時間ごとに算出し、そのうち特徴的な 

ものを図 B に示す。また、 図 9 に真浦の広間における

気温、グローブ温度と外気温を示す。とれらより室内

外温度差と開閉パターンの影響から、 8:00-14 : 00 、 

14:00-20:00、 20:00-8:00 の 3 つの時間帯に分ける。

(1) 8:00-14:00 

外気温の温度上昇に比べ、室内の温度の上昇が緩や

かであるため、 外気温より室内の温度が低い時間帯で

ある。 この時間帯では、外気温に比べて 9 日の室内の 
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図 9 真浦・広聞の気温・グローブ温度・外気温

温度が最も低く、最大で 2"(;の差であり、 7 日と 8 日を

比較しでも、 8 日の方が低い。開口面積が小さい開閉

パターンほど室内の温度が低く、開口部からの気温の

高い外気の侵入を防いでいるためと考えられる。真浦

では、公民館の南側に公園や駐車場があり、そこで熱

せられた空気が、海からの南風で室内に入ったと推測

される。 

(2) 14:00-20:00 

室内の温度が外気温と同じ、もしくは外気温より高

くなる時間帯である。また、窓の開閉パターンが影響

する時間帯である。 7 日、 8 日は 14 時に最も気温が高

くなっており、外気温とほぼ同じ温度である。 9 日は

17 時に最も外気温との差が大きくなっており、最大で

4. 4"(;である。これは、 7 日と 8 日は自然換気により排

熱されたが、 9 日は閉鎖しているため熱が逃げない状

態であったためと考えられる。 9 日の 14 時には室内の 

上部から温度が上昇しており、 7 日と 8 日においても、

床面と天井面のみ温度が高くなっている。 このことカミ

ら、天井面と床面から対流によって空気が暖められて

上昇し、天井近傍に滞留したと考えられる。 

(3) 20:00-8:00 

3 日間ともすべての窓を閉鎖しており、窓の開閉パ

ターンが影響しない時間帯である。 7 日と 8 日では、

開口部を閉鎖したととで夜間の室内外温度差は約 2"(;

で 定している。また、 7 日と 8 日の気温は、すべて

を閉鎖した 20:30 頃から 旦少し上昇している。 この

ことから、 20:30 以降も天井などからの放熱が続いて

いると推測され、躯体が完全に冷却されるまで自然換

気を行えば、室内の温度上昇を防ぐことができると考

えられる。 

(4) 窓の開閉と温熱環境 

7 日と 8 日を比較した結果では、 8:00ー 14:00 の聞は

玄関と勝手口を閉鎖したことで屋外の熱気の流入を防

ぎ、室内の温度の上昇を抑えられたと考えられる。

方で、 l 日を通してみると、卓越風向と 致する玄関 
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と勝手口の閉鎖は室内の温熱環境に大きな影響を与え

ないと考えられる。 ただし、東西の忽に比ベ、玄関・

勝手口は関口面積がともに小さいため (図 2 参照。)、

建物の形状による結果であることも考えられる。 また、

室内外温度差が 8:00-12:00 と 20:00-4:00 は 3 臼聞

ともほぼ同 じで、 14 :00-20:00 は関口面積が小さい開

閉パターンほど低い。 このことから、室内の温度の上

昇を防ぐための適切な通風量が存在すると考えられる。

Ij;に、 7 日と B 日の 2 日間と 9 日を比較する。 7 日と 

B 日は、室内の温度が外気温とほぼ同じか少し低い温

度で推移しているが、 9 日は 14:00 頃に外気温より高

くなり、 17:00 頃に室内の温度と外気温との差が最大

となる。この温度の推移の状況から、おおよそ 12:00

までは窓を閉鎖して換気を行わず、 12:00 以降に排熱

を行うことが望ましいと考えられる。ただし、今回の

測定は室内発熱が全くない状態での結果であり、実際

の生活を想定した場合には午前中から換気を行って排

熱を促進した方が良い場合もあり得ると言えよう。 

公民館内部の通風環境3 4. 

図 10 に 8 月 7 日と 8 日 の真浦と加世浦の広間と奥

における風速を示す。両公民館とも広間と奥では広間

の方が風速が大きい。図 11 に臥ws を外部風速として

算出した風速比を示す。 7 日と 8 日の真浦胤WS の風向

は南東であるが、このときのすべての測定点で風速比

はほぼ同じである。風上と風下の 2 面に関口を絞ける

ことが通風量の増加に寄与しておらず、密集した集落

における建物の通風計画は、卓越風向のみを考慮した

方法では不十分である可能性が示唆される。 

5 まとめ

密集した漁村集落内の建物の通風・温熱環境を把握

するため、真浦公民館と加世浦公民館を対象に調査を

行った。その結果、以下のようなことがわかった。 

①20:00 を過ぎても壁や天井からの放熱が続いてい

ることが推測される。そのため、躯体が完全に冷却さ

れるまで自然換気を行うことが室内の温度上昇を防ぎ、

快適に過ごすために必要だと考えられる。

②日中では、開口部を東西窓のみ開放、すべて開放、

すべて閉鎖の順に室内の温度が低い。このことから自

然換気を行う際には適切な通風量があると考えられる。
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図 11 8 月 7 日と 8 日の風速比

今後は真浦・加世浦地区のほとんどの建物を占める 

2 階建ての住宅の通風・温熱環境を調査する必要があ

る。 また、今回の調査では風向や風の流れについて測

定できなかったので、風向も併せて調査し、今回の推

測が正しいのかを検証する必要がある。
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